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研究成果の概要（和文）：英語ｅラーニングにおける自律的学習者の養成を支援するための「ｅ

ポートフォリオ」を構築し、その有効性について検証を行った。その結果、統計的には有意な

結果ではなかったが、ログイン回数が多く、学習時間が長く、教材消化率の高い受講者、すな

わち熱心な受講者はｅポートフォリオをより利用する傾向があり、逆に、ログイン回数が少な

く、学習時間が短く、教材消化率の低い受講者はあまり利用しないことが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：To help students become autonomous learners, an e-portfolio was  
created and equipped with an English e-learning program, and its effectiveness was 
studied. As a result, it was found that those who had higher number of logins, longer study 
hours, and higher task completion rates have a tendency to use an e-portfolio more than 
those who had lower number of logins, shorter study hours, and lower task completion 
rates. However, this difference was not statistically significant. 
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１．研究開始当初の背景 
 ｅラーニングにはさまざまな形態がある
が、広島市立大学で採用している非同期型
（完全自習型）ｅラーニングによる学習は、
対面型の授業とは異なり、学習中に常に教師
が傍についていてくれるわけではなく、とも
に学ぶ学習仲間の存在も見えにくい。教師の
監視の目がないことや、互いに励ましあった
り刺激し合う学習仲間の存在が希薄なこと
から、学習者は「今やらなくても後でやれる」、
「今日やらなくても明日まとめてやればよ

い」などと考えがちである。学習を管理して
くれる教師がいない分、学習者自身が自分の
学習を自律的に管理することが絶対的に必
要となるが、実際には学習者自身で学習をコ
ントロールすることは非常に難しい。その結
果、先延ばしにした学習を学習期間の 後に
まとめて駆け込み消化したり、結局は学習し
ないままドロップアウトしてしまうことが
往々にして起こる。また、ｅラーニングによ
る学習自体も同じスタイルでの学習を繰り
返す単調な学習になりがちであることから
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も、駆け込み消化やドロップアウトに拍車を
かける結果となっている。つまり、非同期型
ｅラーニングの「いつでもどこでも自分のペ
ースで学習できる」という 大の利点が、逆
に「学習を先延ばしにして結局学習しない」
ことにつながる場合が多いのである。どれほ
ど優れたｅラーニングシステムであっても、
学習されなければ効果は出ない。ｅラーニン
グの成否は、学習意欲を維持しながら、自身
の学習をコントロールできる学習者を作り
出すこと、つまり、自律的な学習をいかに促
せるかにかかっている。 
 非同期型ｅラーニングにおける学習者の
学習管理の手段として、 も一般的な手法は、
「LMS（ラーニング・マネージメント・シス
テム）」と呼ばれる管理システムに蓄積され
た学習履歴データを利用して、教師が学習者
の学習進捗状況を把握し、学習が遅れている
者に注意を与えるという方法である。LMS と
は、学習者の登録、学習履歴の管理、学習の
進捗管理、コンテンツ配信を行うシステムで、
サーバから個々の学習者に対し、事前に設定
されたコンテンツを配信し、誰が、何を、い
つ、どのように学習したのかなどの詳細な学
習履歴データをサーバ内のデータベースに
蓄積するものである。学習履歴データは LMS
に保存され、教師などの学習管理者が、学習
者の学習履歴データを閲覧し、適宜、学習者
へのアドバイスやフィードバックなど、教師
の工夫次第で有効に利用することが可能で
ある。しかしながら、下のような理由から、
多くの場合、LMS の学習履歴データは学習進
捗状況のチェック程度にしか利用されてお
らず、学習者に対する有効な動機づけ手段と
して十分に活用されていないのが現状であ
る。 
 また、課題の消化個数や問題の正解率など、
LMS の学習履歴データのごく一部が、学習者
の側に提示されることはあるが、それが学習
者自身のための有効な動機づけや自己学習
管理のツールとして利用されていない。 
 
 
２．研究の目的 
 LMS の学習履歴データは、教師などの学習
管理者により有効に利用されておらず、まし
てや、学習者の内発的な動機づけのために効
果的に活用されている例はほとんど見ない。
しかも、学習履歴データをどのように有効活
用するかについて十分な研究がなされてい
るとは言えず、早急に研究すべき課題である。
しかし、学習履歴データの中には、学習者に
適切な形で主体的に活用させることにより、
動機づけや学習者自身による学習管理につ
ながる有益なデータも数多くある。たとえば、
競争好きな学習者に対し、その時点で一番消
化が進んでいる学習者の消化率や全体での

平均教材消化率のデータをその学習者自身
の消化率と比較できる形で提示すれば、非同
期型のｅラーニングでありながら、データの
比較を通じて刺激を受けたり、やる気を起こ
したりすることが可能になるだろう。他の学
習者を気にせずにマイペースで学習したい
学習者には、他の学習者のデータを示すので
はなく、自分自身の学習履歴データをより詳
細な形で提示してやるほうが、効果的かもし
れない。いずれにしても、学習者に学習履歴
データに主体的に関わらせることは、ｅラー
ニングの大きな課題である学習意欲の維持
や学習者自身による学習のコントロールを
促す大きな可能性を秘めているといえる。 
 そこで本研究では、本来、主には教師など
の学習管理者が閲覧し、学習者に注意など与
えることを目的とした LSMの学習履歴データ
に、学習者自身が主体的に関わり、自分自身
の学習に対する把握や評価を行い、自らが自
らを動機づけ、自らの学習をコントロールす
る「自律的学習者」になることを支援できる
仕組みを構築し、その効果について明らかに
したい。すなわち、「LMS のデータは教師が利
用して、教師が学習者の学習を管理するため
のもの」という従来の発想を転換し、LMS の
データを学習者自らに活用させ、そこから学
習者が自分自身の学習を自己管理し、動機の
維持に役立てる学習者中心のツールとみな
し、それを学習者が主体的に活用できる「ｅ
ポートフォリオ」として構築し、その理想的
なあり方を明らかにするとともに、その利用
が、ｅラーニングのアクセス率、教材消化率
の改善、学習後の英語力にいかにつなげられ
るかを明らかにすることを目的とする。しか
も、それぞれの学習者の学習スタイル、レベ
ル、教材に対する理解度、学習の進捗状況な
どの学習者要因に応じて、ｅポートフォリオ
内でのデータの提示のされ方が変わったり、
あるいは学習者自身が自分に有益だと思う
データを取捨選択したり、データの組み替え
などが行える「パーソナルｅポートフォリ
オ」を構築する。 
 
 
３．研究の方法 
 研究の実施に当たっては、研究者らが勤務
する広島市立大学において、平成１０年度か
ら開発実施を続けている、Intensive English 
Training on the Web（ネットワーク型集中
英語学習プログラム、以下 IETW と呼ぶ）を
利用する。この IETW は、コンピュータネッ
トワークを通じて、英語のリーディング、リ
スニング、文法を大量かつ集中的に学習する
ものであり、受講者はこの IETW を 8 週間受
講し、その前後に受験する TOEIC テストによ
り、自分自身の英語力を客観的に測定すると
ともに、プログラムの効果を確認する。 



 

 

 IETW には、「学習管理システム」と呼ばれ
る LMS（ラーニングマネージメントシステム）
が付属しており、学習者の登録管理、学習履
歴の管理、学習の進捗管理、学習のアクセス
管理、教材の配信、教材の管理などを行って
いる。 
 本研究では、IETW の LSM に記録されている
これらの詳細かつ膨大な学習履歴記録を利
用することにより、まず平成１９年度におい
ては、学習者自身による自律的な学習につな
がるようなデータにはどのようなものがあ
るのかを明らかにし、それらのデータを各学
習者が閲覧し、自身の学習管理に役立てるよ
うな「パーソナルｅポートフォリオ」のプロ
トタイプを構築した。平成２０年度において
は、そのプロトタイプを実際に IETW に実装
し、その有効性についての実証研究を行った。
平成２１年度においては、 １９年度の実証
研究の結果を元に、プロトタイプの改良を行
い、その効果を実証的に検証した。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の目的である自律的学習者の養成」
という観点から、「ラーニング・マネージメ
ント･システム（LMS）」で収集される学習履
歴データに、学習者自身が主体的にかかわり、
自分自身の学習に対する把握や評価を行い、
自らが自らを動機づけ、自らの学習をコント
ロールする「自律的学習者」になることを支
援できる仕組みである「ｅポートフォリオ」
を構築し、その効果を検証するため、平成１
９年度には具体的には以下のことを行った。 
１．広島市立大学で現在稼動しているネット
ワーク型集中英語学習システム（IETW）の LMS
で収集されている多種多様な学習データを
精査し、学習者が自らの学習を主体的コント
ロールする上でどのようなデータを提示し
てやれば有益であるのかを検討および取捨
選択した。 
２．取捨選択したデータを、学習者が自身の
ものしか閲覧できないもの、他の学習者のも
のも閲覧できるもの、クラス全体として表示
されるべきもの、その時点の 新のデータの
みを表示すればよいもの、学習期間にわたる
履歴として表示すべきもの、累積として表示
すべきもの等、データの分類を行った。 
３．検討した学習データに学習者が主体的に
かかわれるよう、自律的学習をサポートする
ための「ｅポートフォリオ」のプロトタイプ
の構築を行った。その際、画面の色やデザイ
ン、データの配置、データの見せ方（表にす
るのか、グラフにするのか、数値表示にする
のか等）、ユーザーインターフェースの観点
を考慮した。 
 平成２０年度には具体的には以下のこと
を行った。 

１．平成１９年度に構築した「ｅポートフォ
リオ」のプロトタイプをネットワーク型集中
英語プログラム（IETW）に実装し、「CALL 英
語集中」という授業で試行した。 
２．「ｅポートフォリオ」のプロトタイプの
有効性を検証するため、後期授業後、ｅポー
トフォリオのデータ提示画面へのアクセス
頻度等のデータを調べるとともに、履修者の
学習ログデータベースから、ログイン回数、
ログイン時間、学習時間、教材消化率、問題
正解率等の学習記録データを段ロードし、授
業の事前・事後で実施した TOEIC テストの結
果とともに分析を開始した。また、動機付け
の観点から、授業の事前・事後で実施したア
ンケートの中から、動機付けに関係する質問
項目に対する回答の分析にも着手した。 
 平成２１年度には具体的に以下のことを
行った。 
 ｅポートフォリオのプロトタイプの有効
性を検証するため、平成２０年度の「CALL 英
語集中」という授業での試行結果データにつ
いての分析を行った。具体的には、ｅポート
フォリオのデータ提示画面へのアクセス頻
度のデータと、受講者のログイン回数、ログ
イン時間、学習時間、学習間隔、教材消化率、
問題正解率等で示される学習パフォーマン
スとにどのような関係があるのかを調査し
た。その結果、統計的には有意な結果ではな
かったが、ログイン回数が多く、学習時間が
長く、教材消化率の高い受講者、すなわち熱
心な受講者はｅポートフォリオをより利用
する傾向があり、逆に、ログイン回数が少な
く、学習時間が短く、教材消化率の低い受講
者はあまり利用しないことが明らかになっ
た。 
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